
 

人間総合科学研究科における長期履修に関する取扱いについて 

 

平 成 ２ ６ 年 １ 月 １ ５ 日 

人間総合科学研究科運営委員会 

改正 平成２７年１月２７日 

改正 平成３０年９月２５日 

改正 令和元年１１月２２日 

 

人間総合科学研究科における長期履修に関しては、「国立大学法人筑波大学長期履修学生

に関する法人細則（平成23年法人規則第33号）」（以下「細則」という。）に定めるほか、

本取扱いの定めるところによる。 

 

（申請） 

１  長期履修を導入している専攻において長期履修を希望する者で入学前の者にあっては、入

学手続き期間までに当該専攻・学位プログラムの専攻長等による事前相談による了承を得た

上で、入学手続き期間内に以下の関係書類を人間総合科学研究科長（以下「研究科長」とい

う。）に提出するものとする。入学後の者にあっては、修士課程及び博士前期課程在学者は

１年次、博士後期課程及び３年制博士課程並びに医学を履修する課程在学者は１年次または

２年次の１月末までに、同様の手続きを行うものとする。なお、長期履修を導入している専

攻は別表１のとおりとする。 

(１) 長期履修申請書（別記様式第１号） 

(２) 長期履修計画書（別記様式第２号） 

(３) 長期履修を必要とする証明書類等（別記様式第３号） 

（許可）  

２ 前項の申請に対する許可については、人間総合科学研究科運営委員会（以下「運営委員

会」という。）の議を経て、研究科長が認めるものとする。 

（長期履修許可書） 

３  前項の許可に当たっては、長期履修許可書（別記様式第４号）を交付するものとする。  

（期間）  

４  長期履修の期間は次のとおりとする。 

（１） 修士課程及び博士前期課程は３年または４年とする。 

（２） 博士後期課程及び３年制博士課程は４年または５年とする。 

（３） 医学を履修する課程は５年または６年とする。 

 ただし、在学中に許可を受ける者にあっては、上記の最長年限以内で決定する。 

（長期履修の期間変更） 

５  長期履修学生が、許可された長期履修の期間を変更する必要が生じたときは、当該専攻 

・学位プログラムの専攻長等による事前相談による了承を得た上で、長期履修計画変更願

（別記様式第５号）及び期間変更が必要な事由を証明する書類等（別記様式第３号）を提

出し、運営委員会の議を経て、研究科長が認めるものとする。ただし、期間変更の申請期

限は次のとおりとし、これ以降の申請は認めない。 

 



 

 

（１） 期間延長の申請期限は１により許可された最終年次の前年度の１月末までとする。 

（２） 期間短縮の申請期限は１により許可された最終年次の前々年度の１月末までとする。 

    ただし、長期履修期間を標準修業年限に短縮する場合は修士課程及び博士前期課程在 

学者は１年次、博士後期課程及び３年制博士課程在学者は２年次、医学を履修する課程 

在学者は３年次の１月末までとする。 

 

（許可の取り消し）  

６  長期履修が認められている者で、細則第２条の許可の要件を欠くに至った者があると

き、または細則第６条に該当するに至った者があった場合、研究科長は運営委員会の議を

経て、許可を取り消すことができる。  

なお、年度途中に許可の要件を欠くに至った者については、当該年度の４月に遡って許

可を取り消すものとする。  

（授業料）  

７  長期履修を許可された者の授業料の年額は、当該履修を認められた期間（以下「長期履

修期間」という。）に限り、標準修業年限に納付すべき授業料の年額に当該課程の標準修

業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期履修期間の年数で除した額とする。  

（実施時期） 

８  本取扱いによる長期履修制度は平成 26 年度入学者から実施する。 

 

〔別表１〕 

修士課程 フロンティア医科学専攻、 

スポーツ健康システム・マネジメント専攻 

博士前期課程 看護科学専攻、教育学専攻、心理専攻、障害科学専攻、    

感性認知脳科学専攻、体育学専攻、芸術専攻、世界遺産専攻 

博士後期課程 看護科学専攻、教育基礎学専攻、学校教育学専攻、心理学専

攻、障害科学専攻、感性認知脳科学専攻、体育科学専攻、 

世界文化遺産学専攻 

３年制博士課程 ヒューマン・ケア科学専攻、 

スポーツウエルネス学位プログラム 

医学を履修する課程 生命システム医学専攻 

 

 

 

  


